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１． はじめに 

三重県伊賀地域の伝統産業である伊賀焼では，

同地域に産出する耐火度の高い粘土を原料とし

て，土鍋や和食器等の“土もの”と称される陶器

が従来から生産されてきた．その素地には比較的

粗い石英粒や空隙が多く含まれるので，陶器が本

来持つ風合いや質感が大きな魅力となっている 1)．

一方で，陶器の素地は多孔質で吸水性が高いため，

汚れやしみ，水漏れ，カビが発生しやすいという

側面も併せ持っている．これらの対処法として，

従来からユーザーに対して特に土鍋については

「使い始めには“お粥”を炊く」などの取扱説明

書を同梱して，素地の目止めとなる使用方法を推

奨してきた．また，近年では市販のシリコン樹脂

溶液を食器に含浸させることにより目止めをして

から販売する等の方策がとられてきた．しかしな

がら，消費者からは安全性に対する疑問や質問が

寄せられるなど，安心できる確実な目止め方法は

確立されていないとも言える． 

そこで本研究では，従来目止め剤として用いら

れてきたデンプン質や他の多糖類等の天然物，シ

リカゾル等の無機材料による伊賀焼陶器への適用

性を調べるとともに，新規な目止め剤の発掘・探

索を行い，より安全で消費者が安心できる最適な

目止め処理方法を確立することを目的とした． 

 

 

＊ 窯業研究室伊賀分室 

 

２． 実験方法 

２．１ テストピースの作製 

 目止め効果を評価するためのテストピース用素

地土は，伊賀焼陶磁器産業界で一般的に用いられ 

る市販坏土の中で比較的高い吸水率を有する土鍋

Ｂ（株式会社かね利製）を使用した．テストピー

スの形状は，より実際の製品に近い形として高さ

58 mm，直径 93 mm の湯呑み形とし，動力ロクロ

により成形した．成形体を 800 ℃で素焼し，施釉

品試験用の成形体には市販の土灰釉を施釉した．

無釉品試験用の成形体は電気炉により 1230 ℃の

酸化雰囲気で焼成し，施釉品試験用の成形体は電

気炉でプロパンガスを導入し 1230 ℃の還元雰囲

気で焼成した． 

２．２ 目止め処理と評価方法 

 テストピースを各種液体物質に浸漬し，15 分間

煮沸して含浸させた後，表面の液体物質を拭い取

り，100 ℃で乾燥して目止め処理を行った．一部

は煮沸せずに 15 分間の浸漬のみで含浸した．含浸

させた液体物質は，有機物としては，小麦粉，馬

鈴薯澱粉（片栗粉），米澱粉，多糖類 A，寒天，

グルコマンナン，ペクチン，ゼラチン，AG ガム及

び CMC の各 0.5～2%溶液である．また，無機物

としては，市販のコロイダルシリカである 2)． 

多孔質な陶磁器の目止め状態を評価する方法と

して，透水率を比較する方法と吸水率を比較する

方法が考えられる．しかし，コンクリート等の試

験として用いられる透水率試験は陶磁器において

は一般的でない．また，急速な透水性を評価する
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のではなく，微量な水分の緩慢な浸透を評価する

必要があるため，吸水率をその指標として評価す

ることとした 3)． 

 吸水試験は JIS R2205-1992 を一部準用し，以

下に示す独自の手順により実施した． 

目止め処理をしたテストピースを 100 ℃で恒量

となるまで乾燥した後，乾燥重量を測定した．次

に，テストピースに 120 ml の水を入れ，所定時間

（3 分，10 分，1時間，24時間）経過後に排水し，

湿布で表面の水をぬぐい取って重量測定した．こ

のとき増加した重量を乾燥重量で除して吸水率を

求めた．各吸水率は 3 個のテストピース測定結果

の平均値とした．また，24時間経過後のテストピ

ース容器底の水漏れの有無を目視確認した． 

２．３ 含浸方法の検討 

 より効果的な含浸方法による目止め処理を見い

出すため，含浸方法の違いによる目止め効果の優

劣を比較した．２．２で示した各種液体物質の中

から多糖類 A の 1%溶液を選択し，この溶液にテス

トピースを浸漬して，以下の 4 種類の方法でテス

トピースに含浸した．含浸時間はいずれも 15 分間

とした． 

①常温常圧含浸  

②常温真空含浸（真空脱泡試験機を使用，圧力－

760 mm/Hg） 

③常温超音波含浸（超音波洗浄機を使用） 

④煮沸含浸  

 

３． 結果と考察 

３．１ 釉の有無による効果 

 従来から目止め効果のある物質として一般的な

小麦粉を用い，その 0.5%水溶液中で無釉及び施釉

テストピースを 15分間煮沸含浸処理し，目止め効

果を比較した結果を表 1及び図 1 に示す．施釉テ

ストピースではブランク（目止め処理なし）でも

7.48%の吸水率で，無釉ブランクの吸水率 9.92%

と比較して，釉による吸水抑制の効果があること

が明らかであった．また，小麦粉溶液を含浸させ

た無釉テストピースは 9.62%の吸水率であり，無

釉ブランクのテストピースとほとんど差がなく無

釉では目止め処理をする効果が低いことが明らか

となった．このことから，以後，テストピースは

施釉品を用いることとした 4.5)． 

 

表 1  釉の有無による吸水率の比較 （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 釉の有無による吸水率の比較 

 

３．２ 目止め効果の高い物質の探索 

 施釉テストピースに各種液体物質を煮沸含浸

（一部は常温での含浸）させて目止め処理を行い，

その吸水率を比較した結果を表 2及び図 2に示す．

これから，有機物としては多糖類 A の効果が最も

高く，続いて馬鈴薯澱粉（片栗粉）による目止め

処理が効果的である．多糖類 A は海藻由来の食品

用増粘添加物で，馬鈴薯澱粉とともに安全性が高

いと考えられる．また片栗粉を目止め処理に用い

ることについては，従来から行われているが，そ

の有効性が明らかになった．無機物であるコロイ

ダルシリカ（シリカゾル）の効果も多糖類 A と同

程度に高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 各種物質を含浸処理した施釉テストピース

における吸水率測定結果 
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